
平成28年度
鶴見区の主な取組み

所管する経営課題
経営課題４ 安全なまちづくり

防犯・防災部会

資料１



めざす状態〈概ね３～５年間を念頭に設定〉

経営課題４ 安全なまちづくり

【戦略４－１】
街頭犯罪・交通事故の少ないまちづくり
【具体的取組】
地域・関係機関と連携した防犯対策事業
地域・関係機関と連携した交通安全対策事業

安全で住みやすいまちと感じている区民を増やす。

戦略〈中期的な取組の方向性〉

・鶴見区の街頭犯罪発生件数の減少に向け、区民、地域、関係機関、事業所な
どが連携・協働し、区民のより一層の防犯意識の向上につながるよう区を挙
げての啓発活動を推進する。
・街頭犯罪の約６割を占める自転車盗について重点的に取り組む。
・放置自転車も含めた自転車利用者のマナー向上をはじめ、広く交通ルールが
守られるよう、区内関係機関と連携し、交通安全の普及・啓発活動に取り組
む。



・防犯カメラの設置 30台
・防犯推進委員を中心に、各地域団体・関係機関が連携した区内一斉防
犯活動 12回

《地域・関係機関と連携した防犯対策事業》

防犯推進委員を中心に各地域・関係機関
が連携した区内一斉防犯活動 １２回防犯カメラの設置 ３０台



・区役所・警察署・各地域防犯組織（青色防犯パトロール隊、子ども見守り隊、
防犯推進委員等）による合同連絡会の実施 1回
・自転車の2重ロックを推進するため、毎月26日を「26（ツーロック）の日」と
して啓発に取り組むとともに、鍵の取付けキャンペーンを実施12回
・中学生防犯標語コンクールの実施 １回（応募総数 875件）

《地域・関係機関と連携した防犯対策事業》

自転車の２重ロック推進と鍵の取り付け
キャンペーン １２回

区役所・警察署・各地域防犯組織による
合同連絡会の実施 １回



・子育て層への交通安全教室の実施 12回
・高齢者への交通安全研修会の実施 1回

《交通事故防止や自転車マナーの向上をめざし、様々な年齢層への啓発活動》

子育て層への交通安全教室の実施 12回 高齢者への交通安全研修会の実施 1回



・園児への交通安全教室の実施 3回
・警察署、区内の学生と協働した自転車マナーアップキャンペーンの実施 4回
・スケアードストレート学習（スタントマンを活用した交通安全教室）の実施 2回
（10月5日（水）於：汎愛高校、10月23日（日）於：震災訓練～安全安心フェスタ）
・小学生交通安全絵画コンクールの実施 １回（応募総数 20件）
・転入者への駐輪場マップの配布

《交通事故防止や自転車マナーの向上をめざし、様々な年齢層への啓発活動》

園児への交通安全教室の実施 3回 自転車マナーアップキャンペーン ４回 スケアードストレート学習の実施 ２回



めざす状態〈概ね３～５年間を念頭に設定〉

経営課題４ 安全なまちづくり

【戦略４－２】
災害に強いまちづくり
【具体的取組】
区民の安全・安心を担う総合的な防災力の強化

地震・風水害等の災害に対する、区全体の危機管理対応能力が向上していると
感じている区民の割合を増やす。

戦略〈中期的な取組の方向性〉

・区民、地域、区役所、関係機関、学校等が連携した訓練などを通じて区全体
の危機管理対応能力を向上させる。
・地域の自主防災力の強化とそのための支援を行う。
・地域コミュニティの活性化を図り、自主防災組織による自助・共助の視点を
盛り込んだ防災活動が活発に行われるための仕組みづくり、支援を行う。



・避難所開設運営訓練・防災講演会等の開催 12地域
・鶴見区震災訓練～安全・安心フェスタ～の実施 １回
・つるみんピックの開催 １回
・小・中学生を対象とした防災学習会の開催

《地域の自主防災力強化のため、住民・各種団体、学校と連携した訓練等を行う》

避難所開設運営訓練・防災講演会
の開催 １２地域

鶴見区震災訓練の実施 １回 小・中学生を対象とした
防災学習会の開催


